
 

 

 

 

発行 札幌市豊平区西岡・福住地区在宅医療連携拠点事業推進協議会 「とよひら・りんく」事務局 

               
         第 3回合同会議を開催 

平成 25年 10月 28日（月）18:30～20:00（豊平区民センター） 

                  平成 25年度第 3回合同会議を開催しました。 

医療・介護関係者等、98名が参加されました。 

                             

講師 辻 直樹 先生（西岡病院 消化器科医長） 

                          

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              フィットテストキット、手洗いチェッカーを用いて、マスクの装着等の実習を

行いました。         

     

「最初はマスクを装着せず、感度チェック」           「マスクを装着し、フィットテストの実施」 

     （被験者が「甘味」を感じるをテスト）         （マスクが確実に装着されていれば、甘味成分が口の中に 

入らないため「甘味」を感じない・・・） 

                    手指消毒の                 

                             実習も行いました。                            「甘味」を感じた方はマスクの装着方法 

                                                    が不完全でしたので、再度確認をしても 

                                                       らいました。 
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                  感染症の予防と対策について（特にインフルエンザウィルス、ノロウィルスへ 

の対策を中心に）、辻直樹先生に講演をして頂きました。 

アンケート（一部） 

                 ・時期的にも良かった。（介護老人保健施設介護職） 

                 ・正しいマスクの着用、感染の予防、対策について勉強になった。 

（介護老人保健施設看護師）   

                 ・感染者の隔離の期間が参考になった。（グループホーム介護職） 

                 ・感染拡大を防ぐ様々な方法を聞けて良かったです。（調剤薬局） 

・インフルエンザ、ノロウィルスの予防策が分かりやすかった。（居宅介護支援事業所介護支援専門員） 

・インフルエンザワクチンの有効性や治療薬について理解できた。（有料老人ホーム介護支援専門員） 

・実際の対処方法や最低限の隔離方法、対応策が聞けたので良かった。（小規模多機能管理者） 

・施設内で感染が発生した時の対応について理解できた。（特別養護老人ホーム生活相談員） 

感染症の予防・対策について 

 

（講演の様子） 

 

実 践 報 告 

 
研修会の様子 

（右）グループワークの様子 

 

 

感度チェック フィットテスト 

 

フィットテスト後 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真上）事務局 岡村 （写真下）五十嵐副会長 

 

                厚生労働省医政局指導課在宅医療推進室より、平成 24 年度 在宅医療連携拠点

事業の総括報告書が出されました。下記よりご覧になることができます。この「とよひら・りんく」の活動の成果

も掲載されております。 

 ホームページ 厚生労働省 → 在宅医療の推進について → 平成 24年度在宅医療連携拠点事業 

  （http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/zaitaku/seika/dl/h24soukatsu.pdf） 

 

                今度の予定をお知らせ致します。ホームページでもご案内致します。 

◎11月 26日（火）18:30～20:30 口腔ケア研修会（協力 札幌歯科医師会） 

                 歯科医師、歯科衛生士による講義と実技を行います（定員 40名）。 

◎12月 16日（月）18:30～20:00 第 3回終末期カリキュラム研修会 

                 札幌市消防局の講演、医療機器の体験会を行います。 

◎2月 24日（月）18:30～20:00  第 4回終末期カリキュラム研修会 

                 症例発表会を行います。 

◎3月 17日（月）18:30～20:00  第 4回合同会議             

                 平成 25年度の当会活動の総括を行います。 

 

 

  とよひら・りんく事務局 西岡病院 地域連携室 岡村・川村   ホームページ：http://www.toyohiralink.jp/      

電 話 011-853-8322（平日 9－17時）  メールアドレス：info@toyohiralink.jp 

アンケート（一部） 

・マスクを装着するだけではなく、マスクの装着方法が重要だと改めて感じました。（地域包括支援センター保健師） 

・マスクを装着しても、正しく装着していなければ、意味がないと勉強になりました。（介護老人保険施設看護師） 

・マスクをただ使用するだけではなく、適切な方法が必要であることが分かりました。（介護老人保険施設介護職） 

・（インフルエンザは）毎年流行するので、マスクの装着方法を実習できたのは良かった。（居宅介護支援事業所） 

・実習は非常に参考になった。（医療機関看護師） 

・フィットテストで実際に体験し、理解が深まった。（デイサービス介護職） 

 

 
日高地区医療講演会にて講演 

 9 月 26 日（木）浦河町にて日高地区在宅医療講演会が開催され、当会の五十嵐副

会長と事務局の岡村が講演をさせて頂きました。 

 まず、岡村が「在宅医療の推進について～とよひら・りんくの活動から」と題し

て、当会の設立からの経過、研修会の成果等をお話させて頂きました。その後、五

十嵐副会長が「地域包括ケアシステムの構築への課題」と題して、厚生労働省の在

宅医療連携拠点事業を 2 年間取り組んだ中で感じた、地域包括ケアシステムの構築

に向けての課題をお話させて頂きました。 

 当日は、医師、薬剤師、保健所職員、医療ソーシャルワーカー等、約４０名にお

集まり頂きました。 

 終了後は、日高地区の多くの在宅医療・介護の従事者の方々と在宅医療について、

意見交換をさせて頂き、今後の参考となる貴重なご意見を多く頂きました。 

今後の予定 

在宅医療連携拠点事業 
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